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～Kawasaki City Archives News～ 

 大正の末から、川崎では工業化・人口増加が急激に進み、都市問題が深刻化しまし

た。その対応策のひとつとして、昭和１６年（１９４１年）に市が立案した緑地新設

計画が内閣から認可されました。これが現在の生田緑地で、上の史料はその決定書類

とそれを収めた歴史的公文書です。決定時期が太平洋戦争開戦の年であることからも

わかるように、この緑地は空襲時の退避場所の意味も含めたものでした。 

 生田緑地は現在、市内最大の都市公園であり、今秋には「川崎市 藤子・Ｆ・不二

雄ミュージアム」の開館も予定されています。 

第１９号 平成２３年２月 

生田緑地計画決定文書 
昭和１５年度  

川崎都市計画緑地事業関係書類綴 
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▲中級古文書講座 

（講師は岡崎寛徳氏） 

 古文書講座・歴史講座は今年も賑わいを見せました。 

 公文書館の講座はいつも多くの方に

関心を持っていただいています。本年

度の全講座の平均応募倍率は約1.5倍と

人気があり、各講座とも抽選機を使用

して厳正な抽選を行い、受講者を決定

しています。 

 講座を受講された方々は熱心に講師

のお話に耳を傾け、積極的に質問をさ

れていました。 

 また今回初めて、歴史講座の一部で

動画を取り入れる試みを行い、よりわ

かりやすい講座になるよう、工夫を凝

らしました。 

 公文書館では、川崎に関連した古文書や歴史的資料を通じ、川崎市域の歴

史・文化に関心を持っていただき、公文書館の利用推進のため、古文書講座

（入門・初級・中級）及び歴史講座を毎年開催しています。 

 本年度は２月６日の中級古文書講座で予定の講座は終了し、すでに来年度に

向け、講師の手配などの準備を始めています。来年度の講座等の内容及び募集

時期については、市政だよりなどでお知らせします。 

各講座で使用した資料は、 

公文書館にて５００円で販売していますので 

お問合せください。 

 平成２２年度 歴史講演会 

江戸・東京４２０年を支えた川崎の立地と発展 
～人の集まるまち、かわさき～ 

平成23年3月13日（日）午後2時～ 

エポックなかはら 

村上直氏（法政大学名誉教授） ３月には歴史講演会を開催します。 

※募集は終了しました。 
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こもんじょの種 ⑦     

 丁寧語の「です・ます」に相当する「候」を用いて書かれた江戸時代 

の文書には、相手への敬意を表す方法は文章だけでなく書式でも表すこ  

とがありました。今回は、書式で敬意を表す表現をご紹介します。 
 
闕字・欠字(けつじ)：文章中に天皇や貴人に関係した言葉や称号が出て 

          きたとき、その文字の上に一、二字程度 

          の余白をあける。 
平出(へいしゅつ)：天皇・皇室などに関する文字が出てきたと 

         き、行を改め前の行と同じ高さにその文字 

         を書く。 
台頭(たいとう)：行を改めるだけでなく、書き始めの行の 

        高さを前の行よりも高い位置に上げる。 
  

 敬意の表れは、闕字→平出→台頭の順に高くなります。 

表現方法や使用頻度によって、その文書の作成者が宛てた 

相手へどのくらいの敬意をはらっていたかを見て取ること 

ができます。 

～ 古文書で敬意を表す表現 ～ 

平和館･公文書館共催 

 

  

  

闕
字
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「
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と
か
で
よ
く
目
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３月～５月  

  平和館との共催 

     「大空襲記録展」 
９月      

  入門古文書講座（全３回） 

 

１１月 歴史講座（全３回） 

 

１１月～１２月 

  初級古文書講座（全４回） 

 

１月～２月 

    中級古文書講座（全４回） 

 

３月 歴史講演会（１回）  

平成２３年度の講座等の予定 
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～このコーナーでは、公文書館のまわりの風景をお届けします～ 

 北風に葉を落とし木々の足元の花壇に

は、冬の日差しをあびて中原区の花パン

ジーが美しく整列し、散歩する人たちの

足を止めています。釣池の横の梅林に

は、咲き始めた梅のかすかな香りを頼り

にメジロたちが集まってきています。連

日の晴天で乾燥した雲ひとつない青空の

下、咲き競う花々で心を潤したい今日こ

の頃です。 

◇開館時間 
 午前８時３０分から午後５時まで 
 

◇休館日 
 毎週月曜日 

 国民の祝日（国民の祝日が月曜日の場合は翌日） 

 年末年始（１２月２９日から１月３日まで） 
 

◇利用方法 
 市政資料室の資料は自由にご覧いただけます。それ以外の資料は、目録で検索し、事務室にお申

し出ください。ただし、資料の外部への持ち出しはできません。 

 資料等の複写サービス（実費）は、館内のコピー機がご利用いただけます。 

 公文書の閲覧については、情報公開制度により行います。 
 

◇交通のご案内 
 【バスの場合】 

 ○ＪＲ南武線・東急東横線「武蔵小杉駅」バスターミナルから 

  市バス・東急バスとも「市営等々力グラウンド入口」下車すぐ 

 ○ＪＲ南武線「武蔵溝ノ口駅」・東急田園都市線「溝の口駅」駅前（北口）から 

  市バス・東急バスで「市営等々力グランド入口」下車 

 

 【徒歩の場合】 

 ○ＪＲ南武線「武蔵中原駅」から約１５分・「武蔵小杉駅」から約２０分 

 ○東急東横線「新丸子駅」から約１５分 

 ホームページのトップ

ページは、その月、その

季節や出来事に合った史

料に毎月変えています。 

 ぜひホームページにも

遊びにきてください。 

川崎市公文書館 
〒211-0051 川崎市中原区宮内４－１－１ 

電話  ０４４－７３３－３９３３ 

ＦＡＸ．０４４－７３３－２４００ 

E-mail 16koubun@city.kawasaki.jp 
ホームページ http://www.city.kawasaki.jp/16/16koubun         

公文書館の散歩道 

▲梅が咲き始めました。 

▲中原区の花「パンジー」 


